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はじめに

悪臭問題をめぐる我が国の状況を悪臭苦情件数の経年変化で見ると、悪臭防止法が施行さ

れた昭和 46年当時がひとつのピークを形成しています。この時期の苦情内容の内訳を見る
と、悪臭発生源として典型的な業種と考えられる製造業と畜産農業の占める割合が合計で 7
割近くを占めています。その後、これらの業種における悪臭防止対策の進展や悪臭防止法

や地方公共団体における条例等に基づく規制の浸透を背景として、悪臭苦情の件数は平成5
年度にはピーク時の半数以下まで減少しました。この間、製造業と畜産農業に関する苦情

件数はほぼ一貫して減少傾向を示しているのに対し、その他の分野に関する苦情は全く減

少していません。悪臭問題の対象は、次第に典型的な業種から広範な対象へと移行してき

ているものと考えられます。

平成 9年度以降悪臭苦情件数は急カーブで増加して、平成 13年度には過去最高の件数を
記録しました。このことの主要な原因は野外焼却に関する苦情の急激な増加にありますが、

「その他」の分野に分類される苦情の件数の増加も目立っています。平成13年度において
製造業及び畜産農業が全苦情件数に占める割合は約 2割程度に過ぎません。
一方で悪臭苦情への行政対応を考えると、典型業種への苦情が多くを占めていた当時には

対象事業場が比較的大規模であったりにおいの質が限られていたのに対して、近年は中小

規模の、多様なにおい質への対応を迫られることが多く、適切な指導を行うことが困難な

場合が増えてきています。

この「防脱臭技術の適用に関する手引き」は、防脱臭技術等の悪臭問題に関する専門家か

らなる脱臭技術評価指標検討会における検討結果を取りまとめ、さらに具体的な事例や書

式等を加えて作成したものであります。本書は、悪臭苦情の解決や未然防止を実際に担当

することになる地方公共団体の現場の業務において役立つよう、技術的な知識とその適用

に関する基本的な考え方や、機器の選定、維持管理に関する具体的な事項を取りまとめた

ものであり、実際に防脱臭機器を導入する事業者が見ても参考となる内容とすべく編集し

たものであります。事業者への指導の際等に幅広くご活用いただければ幸甚です。

平成 15年 3月 
環境省環境管理局大気生活環境室
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１．本手引きのねらい

本手引きは、悪臭苦情の解決や未然防止を実際に担当することになる各自治体が、防脱臭

技術を適用しようとする事業者（以下「事業者」という）を適切に指導するために役立つよう、防

脱臭技術の内容とその適用に関する基本的な考え方や、脱臭装置が必要な場合、方式選定

から発注、納入、維持管理までの手順などを理解できるようにわかりやすく解説し、必要な情報

あるいは情報源を提供し、支援することをねらいとする。また、あわせて事業者が防脱臭技術

を適用しようとする際の手引きとしても活用できる。

＜解説＞

悪臭苦情は昭和 47年（約 21,500件）をピークに年々減少の傾向を示し、平成 5年には 1
万件を割ったもののその後再び増加し、平成 10年度は 2万件を超すに至った。
苦情を解決したり、苦情を受けないようにするためには、適切な臭気対策が必要である

ことはいうまでもない。防脱臭の方法は多種多様であり、簡単な清掃と機器の修理などで

解決することもあれば、かなり大規模で高価な脱臭装置の設置が必要になる場合もあるの

で、防脱臭技術の適用に関する基本的な事項を理解しておくことが重要である。

この手引きでは自治体及び事業者の技術担当者が臭気対策を検討するに当たって、ぜひ

把握、理解しておくべき防脱臭技術の特性、選定から装置の設置、そして装置を安全に長

く使用するために必要な維持管理等について、なるべく平易に要点を解説する。その他必

要と思われる詳細、あるいは専門的情報は、参考資料として添付した。




